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世
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に
看
板
を
掲
げ
る
老
舗
店
を
彷
彿
さ
せ
る

屋
号
が
見
ら
れ
る
。
　
　
　
　

　
熈
代
勝
覧（
天
）
と
記
さ
れ
る
こ
の
絵

巻
物
に
は
、
中
央
通
り
西
側
の
店
舗
の
み

が
描
か
れ
、
東
側
の
店
舗
は
残
念
な
が
ら

判
ら
な
い
し
、
紺
と
白
の
市
松
模
様
を
屋

根
に
描
い
た
屋
台
の
飲
食
店
や
、
菓
子
屋

の
屋
号
ま
で
は
推
測
で
き
な
い
。
た
だ
そ

こ
に
は
、
平
和
が
続
く
時
代
に
発
展
し
た

江
戸
の
活
発
で
楽
し
そ
う
な
日
常
生
活
を

垣
間
見
る
事
が
で
き
る
。こ
の
絵
巻
物
を
、

誰
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
描
い
た
の
か
不

明
と
の
事
だ
が
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
は「
反

映
す
る
江
戸
の
文
化
生
活
を
ご
覧
あ
れ
」

と
、
世
界
に
向
け
た
自
慢
の
絵
巻
と
感
じ

ら
れ
る
。

　
江
戸
後
期
1
8
0
5
年
の
日
本
橋
通

り
を
描
い
た
絵
巻
物
が
、
1
9
9
9
年

に
ド
イ
ツ
で
偶
然
発
見
さ
れ
た
。
描
か
れ

て
い
た
も
の
は
、
江
戸
時
代
の
繁
栄
す
る

日
本
橋
が
克
明
に
描
か
れ
て
い
た
。

　
そ
こ
に
登
場
す
る
人
物
は
、
総
勢
約

千
七
百
人
、
武
士
や
町
人
、
魚
屋
や
茶
店

な
ど
色
々
な
商
売
を
す
る
人
、
米
を
運
ぶ

人
や
牛
を
曳
く
人
に
、
酔
っ
払
い
達
が
往

来
を
賑
わ
せ
て
い
て
、
今
よ
り
も
楽
し
そ

う
な
人
々
の
姿
が
見
え
る
。

　
神
田
今
川
橋
か
ら
日
本
橋
北
詰
に
至
る

八
百
メ
ー
ト
ル
弱
に
及
ぶ
沿
道
に
は
、
大

店
八
十
八
軒
が
暖
簾
を
並
べ
、
三
井
越
後

屋
呉
服
店
、
木
屋
、
叶
屋
、
玉
鮓
、
三
河

屋
、
か
ま
ぼ
こ
や
な
ど
、
今
で
も
日
本
橋
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　三井越後屋呉服店として、1673年（徳川四代将軍）に創業。競合店との区別化戦略として、
店先売り、正札定価販売、お仕立て販売、切り売り販売等を実施し、町人目線の販売方法導入
に成功、「芝居千両、魚河岸千両、越後屋千両」と謳われるほど繁盛した。1904年三越呉服店
と名称変更して店章を「丸越」と定め、新聞広告で日本初の「デパートメントストア宣言」。輸
入品の品揃えを始め幅広く多品種の品揃えを実現させた。有名な広告コピー「今日は帝劇、明
日は三越」に象徴されるような、文化生活の楽しさを市民生活に提案し続ける。

日本橋で
創業三百五十年

日本橋三越本店

呉
服
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　創業1699年（徳川五代将軍）以来325年。創業時は日本橋四日市土手蔵に戸板を並べ、鰹
節と干魚を販売した。その後屋号を伊勢屋伊兵衛、商号を現在に続くカネにんべんに。故郷伊
勢や大阪などの出張で得た知見を活かし上等な鰹節の仕入れルートを確立した。当時江戸では
珍しかった上方下りの鰹節は江戸の名物となる仕入れによる差別化や現金掛値なしの正価現金
販売の営業方針で経営基盤を盤石にした。当代は、だし事業領域を拡充し、だし場・だし場は
なれ・だし場BENTOを出店。日本の味を世界の味へ、進化継続中です。

日本の食文化を伝承し、
食卓と家族の温もりをつなげていく。

にんべん

本
枯
鰹
節
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　創業1712（徳川六代将軍）年に四代目・國分勘兵衛が日本橋で「大国屋」の屋号で店舗を構
え創業。土浦の醤油醸造所も持ち「亀甲大」の印をつけ販売していたという。明治時代になり
醤油醸造業は止め広く食品の卸売り業として発展。現在は「K＆K」ブランドで知られる缶詰
などの加工食品や酒類など約60万アイテムを扱う“食のマーケティングカンパニー”として知
られる国分グループ本社。「日本橋漬」に冠されている「桐印」の商標は1894（明治27）年に登
録。日本橋に相応しい醤油が効いた福神漬けは保存料無添加の伝統の味。

大正二年発売。
伝統を守る無添加の福神漬け

国分

日
本
橋
漬
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　創業1849年（徳川十四代将軍）以来175年、日本橋室町一丁目で商いを継承。二代目山本
徳治郎は、顧客ニーズに合わせた海苔商品を①自家用②進物用③焼海苔原料用④味付海苔の原
料用⑤寿司店用⑥蕎麦屋用⑦卸用⑧佃煮用の８種類に分類し、顧客の支持を獲得。「海苔は山本」
の基盤を確固たるものにした。明治２年の明治天皇京都還幸に際に、御所への
東都土産としてご下命された際に生み出された「味付海苔」は、試行錯誤を繰り返した苦心努
力の結晶として誕生し、現代でも山本海苔店の看板商品として幅広い人気を得ている。

マーケティング手法を取り入れた
ニーズに応じた商品開発

山本海苔店

梅
の
花
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　創業1689年（徳川六代将軍）。その後経営権を黒江屋から京の豪商柏屋が引き継ぎ現在の地
に店を構えた。当時は、日本橋通り（現在の中央通り）に漆器店が3軒あり通称通り3軒と呼
ばれ、高級漆器の人気は当時の国内富裕層と共に海外貿易では陶器の通称「チャイナ」に対し、
漆器は「ジャパン」と呼ばれ大いに人気を博した。通り3軒の中で、黒江屋が現代に脈々と継
承されている理由は「一意専心からイノベーション」への理念進化だと云う。紀州漆器のみか
ら全国の漆器を扱うと同時に事業の多角化で伝統を継承している。

革新的発想転換で
伝統を紡ぐ

黒江屋

漆
器
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　創業1857年（徳川十三代将軍）。1818年に初代細田徳兵衛が孫を連れて九段下に出府し「井
筒屋」を構えた。その後日本橋の袂屋台で商いを続け、三代目細田安兵衛（幼名栄太郎）の時に、
屋台で焼く金鍔が「大きく甘くて美味しい」と日本橋の魚河岸衆や商人達に人気が広がり、金
鍔の大きいサイズに気風の良さを、病弱な父親を手伝う姿に孝行息子の姿を感じた江戸っ子の
人情話が江戸中で評判になったという。そして1857年現在の地に店舗を構え、自らの幼名に
因んで屋号を「榮太樓」とした。

江戸っ子気質と伝承の技術で
時代の嗜好に応える

榮太樓総本舗

名
代 

金
鍔
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　創業1792年（徳川十一代将軍）初代加藤伊助が本家の木屋から「のれんわけ」して独立した
店舗を持つことを許された創業。本家の木屋の祖初代林九兵衛は、大阪で豊臣家の薬種商とし
ての御用商人だったが、家康の招きで当主の弟が江戸へ下り 本町二丁目に店を持った。大阪
の店と分かれたので姓の林を二つに分けて木屋を称したものだそうです。刃物の木屋の初代
は桑名の生れです。桑名の伊助少年は、塗物木屋に年季奉公したのでしょう。丁稚（でっち）、
若い衆、手代、番頭と勤め上げ、本家木屋の隣に店を開きました。

庖丁とはくりやの男、
つまり板前さんの事

木屋

團
十
郎 

出
刃
と
正
夫
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　創業1835年（徳川十二代将軍）。創業時は現在の人形町三丁目に露店商として開業。
埼玉県越谷市千疋村から水路を下って日本橋親父橋まで千疋村の果物を運ぶアイディアを実
現。依頼185年「信頼」を得続ける事を基盤に伝統を継承。二代目の高級路線化、三代目にフルー
ツパーラー開業、四代目には販売商品の品種改良、五代目の輸入果物の品質向上と多店舗展開、
当代は二十一世紀に急激に進化したIT化など、時代に相応しい変換を行い、千疋屋総本店に
期待される指名を、先人から引き継いだ「信頼」の上に継承する。

「一つ上の豊かさ」を提供する
「フレッシュな老舗」

千疋屋総本店舗

マ
ス
ク
メ
ロ
ン
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熈
代
勝
覧（
き
だ
い
し
ょ
う
ら
ん
）
の
作
者
は
不
明
。

活
況
を
呈
す
る
日
本
橋
中
央
通
り
に
は
、

江
戸
の
町
が
2
0
0
年
間
平
和
に
維
持
さ
れ
た
結
果
、

経
済
文
化
が
大
い
に
発
展
し
た
光
景
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

大
店
か
ら
棒
振
り
や
屋
台
で
商
い
を
す
る
人
々
、

町
を
楽
し
む
町
人
た
ち
が
描
か
れ
、

平
和
の
尊
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
　

そ
の
後
の
歴
史
は
周
知
の
事
実
な
が
ら
、

令
和
の
現
在
に
こ
の
絵
巻
に
直
接
登
場
し
て
い
る
商
家
と
、

通
り
の
向
か
い
側
や
隣
町
で
暖
簾
を
出
し
て
い
た
店
が
、

日
本
橋
人
形
町
界
隈
に
は
多
く
残
る
。

大
店
8
軒
を
皮
切
り
に
、
今
号
で
は

現
代
の
熈
代
勝
覧
と
も
言
え
る
江
戸
っ
子
気
質
と

伝
統
文
化
を
継
承
す
る
人
と
店
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　創業350周年のさまざまな催事も終わり新年
度を迎えた『日本橋三越本店』。5階まで吹き抜け
の本館中央ホールの壮大な『天女像』は、三越の
お客さまへの思い「まごころ」をシンボリックに
表現する像として『まごころ像』と言われる日本
橋三越の象徴。名匠・佐藤玄々氏が約10年の製
作期間を経て1960（昭和35）年に完成した壮大
な木彫像は2024年の春も『日本橋三越本店』の
中央ホールで「まごころ」をもって変わらずに出
迎えてくれる。

日本橋三越本店

 03-3241-3311　
 東京都中央区日本橋室町1-4-1　
 10:00-19:00　
 正月

MITSUKOSHI

三越のお客さまへの思いは
「まごころ」

株式会社三越伊勢丹
三越日本橋本店長

丸井良太

令
和
六
年
版

熈
代
勝
覧

暖
簾
を
継
承
す
る

日
本
橋
の
暖
簾
と
人
々
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にんべん　だし場はなれ

 03-5205-8704　 
  東京都中央区日本橋室町2-3-1  
COREDO室町2 1階　

  月曜日～金曜日、 
ランチ：11:00～14:00、 
ティー：14:00～17:00、 
ディナー：17:00～21:00閉店 
（フードL.O20:00／ 
ドリンクL.O20;30） 
＊ご予約はディナータイムのみ

  不定休 
（COREDO室町2に準ずる）

　江戸の「粋」な崩しと日本の伝統を取り入れた
和モダンな空間を演出。料理は江戸名物本枯れ鰹
節だしの旨味を活かした、季節毎の「だし炊き込
みご飯」や具沢山な「だし椀」や、工夫を凝らす
サイドメニューの数々、鰹節の専門店でなければ
創り出せない日本の美味しさを追求し続けてい

NINBEN

かつお節だしの奥深さを
味わう和ダイニング

にんべん 日本橋本店

 03-3241-0968　
  東京都中央区日本橋室町2-2-1 
COREDO室町1 1階　
  日本橋本店：月曜日～金曜日11:00～19:00　 
土・日・祝10:30～19:00　 
日本橋だし場本店： 
11:00～18:00

　東京日本橋に本店を構えて三百二十余年。世界
が認めた日本の誇り「鰹節」を後世に伝承し、世
界の人々に「だしの美味しさ」を知ってもらう役
割を担う店。削りたて鰹節を提供する「日本橋削
り場」、一汁一飯がコンセプトのスタンディング
バー『日本橋だし場』が併設されている。

NINBEN

本物のだしの美味しさに
出会える場所

株式会社にんべん
代表取締役社長

十三代高津伊兵衛

株式会社三越伊勢丹
三越日本橋本店長

丸井良太
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　日本橋一丁目一番地一号に位置する国分グルー
プ本社ビルの1階にあるセレクトショップ『ROJI
日本橋』。店頭には大ヒット商品『缶つま』シリー
ズをはじめ、ワインやウィスキーなど人気商品が
並ぶ。特に『缶つま』シリーズは定番の人気商品
の他にも季節限定品やコラボレーション商品など
レアものも充実。写真に登場いただいているマー
ケティング本部長・織田さんが開発した『tabete 
だし麺』シリーズは注目の商品。

ROJI 日本橋

 03-3276-4162　
  東京都中央区日本橋1-1-1 
国分ビル1階　

  月-金11:00-18:30 
土日祝11:00-18:00　

 不定休

KOKUBU

日本橋 1-1-1から発信される
美味しい品揃え

国分グループ本社株式会社　
マーケティング・商品統括部 

部長

織田啓介

　1965（昭和40）年竣工の現在の本店。外観は
正倉院の校倉造りを模し1階にある本店は天井が
高く海苔船の船底をイメージした天井や海苔の細
胞を表した信楽焼タイルで装飾された壁など、海
苔にちなんだまさに“海苔ひとすじ”。「梅の花」
をモチーフしたデザインは誰しもが海苔を想起す
るパッケージ。ディズニーとのコラボレーション
商品「のりチップス」などにも出会える“焼きた
ての香り”がする海苔の百貨店だ。

山本海苔店　本店

 03-3241-0290　
  東京都中央区日本橋室町1-6-3
  10:00-18:00　
 なし

YAMAMOTONORI

“海苔ひとすじ“
焼きたての香りがする本店

株式会社山本海苔店
代表取締役社長

山本貴大
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　使うほどに艶やかに深みのある美しさ増す漆
器。各種お椀や重箱やお皿や箸などの食器に加え
アクセサリーや文具などの豊富な品揃えは創業
335年の老舗専門店ならでは。店頭に並ぶ高額な
漆器を拝見するだけでも日本の美しさの価値を再
認識できる。食器などの道具に漆を加工すること
により壊れにくくなる機能性に美しさが加わる漆
器。店舗では歳時記に応じたイベントなども開催
されいる。

黒江屋

 03-3272-0948　
  中央区日本橋1-2-6　 
黒江屋国分ビル2階　

  9:00-17:00　
 土・日・祝

KUROEYA

美しい漆器に出会い
真価を知る

株式会社 黒江屋
取締役 副社長

柏原 昌和

　榮太樓本舗のオリジナル商品（創製菓）である
『梅ぼ志飴』『甘名納豆』『玉だれ』はもちろんのこ
と日本橋本店ならではのさまざまな商品が店頭に
並ぶ。例えば毎月の“一粒万倍日”に合わせて発
売される『一粒万倍餅』は福徳神社へ奉納できる
専用絵馬がもらえる特典付き。その他にも健康に
優しい『からだにえいたろう』シリーズや本物の
東京土産『にほんばしえいたろう』、飴の新しい
提案『あめやえいたろう』など甘い誘惑がもりだ
くさんだ。

榮太樓本舗　日本橋本店

 03-3271-7785　
  東京都中央区日本橋1-2-5 
国分ビル1階　

  10:00-18:00　
 日

EITARO

創製菓はもちろんのこと
甘い誘惑がもりだくさん

株式会社榮太樓總本舗
本店店長

秋月 康成
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　最高級の和包丁ブランド『團十郎』やステンレ
ス包丁として広く知られる『エーデルワイズ』な
どの刃物を中心とした生活道具が美しく陳列され
たCOREDO室町1階の本店。まな板や鍋など
の料理道具だけでなく園芸や手芸で使用する鋏や
爪切り、安全カミソリなど一生使える選りすぐり
の生活道具で溢れている。プロの料理人をはじめ
とする日本人だけではなく最近では海外からの観
光客も多い。

日本橋木屋　本店

 03-3241-0110　
  東京都中央区日本橋室町2-2-1  
COREDO室町1F

  月-金11:00-19:00  
土・日・祝10:30-19:00　

 COREDO室町の休館日

KIYA

日本橋の美しき
生活道具

株式会社木屋
取締役経営企画部長

加藤 廣也

　スワロスキー社のシャンデリアに彩られる世
界中から集められた珠玉のフルーツ。その美し
さはまさに美術館のような『千疋屋総本店』のメ
インストア。2021年に一新したシンボルマーク
の表記は「NIHOMBASHI ESTAB. 1834」か
ら「NIHOMBASHI TOKYO」へと変更された。
東京を代表し世界で愛されるフルーツショップブ
ランドを目指す意思を表したという。10年後に
創業200年を迎える老舗の進化は止まらない。

千疋屋総本店　メインストア

 03-3241-0877　
  東京都中央区日本橋室町2-1-2　 
日本橋三井タワー1F

  10:00-18:00　
 元旦（不定休）

SENBIKIYA

世界で愛される
フルーツショップブランド

株式会社千疋屋総本店
代表取締役社長

大島 博
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